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モノの動き（世界、日本）
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（注）日本銀行スタッフ算出。2021/2Qは4～5月。
（出所）日本銀行、財務省、内閣府
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（注）2021/2Qおよび3Qは6、7月の予測指数で算出。
（出所）鉱工業生産指数（経済産業省）
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（注）世界貿易量は、世界実質輸入。2021/2Qは4～5月。

（出所）オランダ経済政策分析局



人の動き（米国） 業況感（ユーロ圏）

（出所）OpenTable、TSA

サービスの動き（米国、欧州）

（注）直近は7/3日週。
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（出所）CEIC、HAVER、欧州委員会

（注）直近は6月。欧州委員会によるアンケート調査。



サー'スの動

消費活動指.,▲困 21/5月)
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（注）1.2019年同月比。「県内主要金融経済指標」で公表している「主要ホテル・旅館宿泊者数」と「主要観光施設入場者数」の前年比とは、2021年以降の値が異なる。
2.点線は予測値。

（出所）日本銀行長崎支店 5
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サービスの動き（長崎県）



（注）直近は21年6月。
（出所）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」 6

（注）直近は21年6月。
（出所）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」
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（注）直近は21年6月。
（出所）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」

資金繰り 貸 出 預 金

金融情勢（長崎県）

（注）直近は21年5月。
（出所）日本銀行
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 新型コロナ資金繰り支援

 2020年3月～来年3月（終了時期を本年9月から延長）

 信用保証付融資には＋０．１％、民間融資には＋０．２％を付利

 気候変動対応支援のための資金供給

 年内～2030年度

 気候変動対応に資する金融機関の投融資が対象

最近の施策（例）
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 対面サービス需要の回復

 新幹線、長崎駅周辺再開発など

 人手不足／人口減少、都市と地方の力学変化

 金融機関による地域経済への貢献

 カーボンニュートラル 等々

今後の論点


